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北陸地方整備局河川部

東北地方太平洋沖地震への緊急対応について

－河川維持流量の一部を発電に利用する措置を実施します－

３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う電力需給の逼迫の状況を受け、本

日、河川維持流量の一部を発電に利用する提案が、十日町市長から北陸地方整備局長に

ありました。

北陸地方整備局では、新潟県、沿川市町村、関係漁協の意向を確認し、別紙のとおり、

河川維持流量の一部を４月３０日まで、発電に利用することを電力会社等に指示しまし

た。

北陸地方整備局は、今後も電力需給の逼迫に関して、県や関係する市町村などの機関

と連絡を密にし、迅速に対応いたします。
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別紙

水系名 河川名 発電所 会社名 最大使用水量
維持流量
（現在）

維持流量
（変更後）

取水位置
維持流量放

流位置

信濃川 信濃川等
千手・小千谷・第二
小千谷発電所

東日本旅客鉄
道（株）

３１６．９６㎥/s ５０．０㎥/s ７．０㎥/s
新潟県十日町
市

〃

信濃川 清津川等 湯沢発電所 東京電力（株） ６．１２１㎥/s

０．６３７㎥/s
（維持流量
0.537㎥/s試
験放流0.1㎥
/s）

０．３３４㎥/s
新潟県南魚沼
郡湯沢町

〃

信濃川 魚野川 石打発電所 東京電力（株） １３．５０㎥/s １．０４９㎥/s ０．４㎥/s
新潟県南魚沼
郡湯沢町

〃

※東京電力(株)信濃川発電所については、自主放流量２０㎥/sを０．２６㎥/sに切り替えることを了解済み




